
都
城
で
の
口
蹄
疫
発
生
か
ら
約
１

年
。
昨
年
６
月
９
日
に
市
内
で
発
生

し
た
口
蹄
疫
は
、
畜
産
農
家
だ
け
で

は
な
く
、
流
通
業
や
飲
食
業
な
ど
、

多
方
面
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

市
は
、
今
後
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な

事
態
を
招
か
な
い
よ
う
、
家
畜
防
疫

日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
防

疫
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
い
き
ま

す
。

都
城
に
は
「
絶
対
侵
入
さ
せ
な
い
、

絶
対
発
生
さ
せ
な
い
」
を
合
言
葉
に

取
り
組
み
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ　

畜
産
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
23‒

２
７
６
９

●
衝
撃　

突
然
の
飛
び
火

　

え
び
の
市
の
口
蹄
疫
が
終
息
し
、
復

興
へ
の
取
り
組
み
が
始
ま
り
だ
し
た
６

月
９
日
の
午
後
４
時
、
畜
産
課
へ
の
一

本
の
電
話
が
長
い
闘
い
の
始
ま
り
で
し

た
。
日
本
屈
指
の
畜
産
地
帯
で
あ
る
都

城
に
口
蹄
疫
を
絶
対
侵
入
さ
せ
な
い
、

発
生
さ
せ
ま
い
と
市
民
一
丸
と
な
っ
た

車
両
や
畜
舎
の
消
毒
、
人
の
集
ま
る
イ

ベ
ン
ト
の
自
粛
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
け
に
、
関
係
者
の
受
け
た
衝
撃
は

た
だ
な
ら
な
い
も
の
で
し
た
。

　

市
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
殺
処
分
を

決
定
。
被
害
を
広
げ
な
い
よ
う
家
畜
保

健
衛
生
所
の
電
話
か
ら
１
時
間
30
分
後

に
は
、
職
員
が
現
地
入
り
し
、
消
毒
や

今
後
の
対
応
に
当
た
り
ま
し
た
。

●
悲
惨
な
殺
処
分　

現
場
の
声

　

現
場
の
作
業
員
は
、
防
護
服
や
着
て

い
た
下
着
を
処
分
し
、
全
身
の
消
毒
を

受
け
る
な
ど
感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
の

対
策
を
徹
底
し
ま
し
た
。
ま
た
、
携
帯

電
話
な
ど
の
持
ち
込
み
も
制
限
。
限
ら

れ
た
通
信
機
器
を
利
用
し
て
の
連
絡
体

制
と
な
り
、
意
思
の
疎
通
が
ス
ム
ー
ズ

に
い
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
消
毒
に
使
用
す
る
消
石

灰
が
履
い
て
い
た
雨
靴
な
ど
に
入
り
込

み
、
や
け
ど
な
ど
の
症
状
を
訴
え
る
人
、

殺
処
分
し
た
牛
の
鳴
き
声
が
耳
に
残
り
、

心
理
的
ス
ト
レ
ス
を
訴
え
る
人
が
出
る

な
ど
、
過
酷
な
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

●
即
時
の
判
断
と
対
応　

み
ん
な
の
協
力

　

過
酷
な
状
況
に
あ
り
な
が
ら
も
、
こ

れ
以
上
拡
大
さ
せ
な
い
と
い
う
作
業
員

の
強
い
思
い
が
、
発
生
の
連
絡
か
ら
わ

ず
か
１
日
で
殺
処
分
か
ら
埋
却
ま
で
完

了
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
は
発
生
直
後
か
ら
運
動
公

園
や
図
書
館
な
ど
の
公
共
施
設
を
閉
鎖

し
、
消
毒
ポ
イ
ン
ト
を
増
設
す
る
な
ど

対
応
を
強
化
。加
え
て
、約
４
９
０
人
の

市
民
の
皆
さ
ん
が
消
毒
ポ
イ
ン
ト
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
。
皆
さ
ん
の

協
力
で
、
発
生
農
場
を
１
件
に
と
ど
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
全
国

か
ら
は
復
興
を
願
う
義
援
金
約
7
千
万

円
の
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

発生農場の埋却地にて
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二
度
と
発
生
さ
せ
な
い
た
め
に

　

都
城
地
域
で
は
、
今
後
二
度
と
こ
の

よ
う
な
被
害
を
出
さ
な
い
た
め
、
毎
月

10
・
20
・
30
日
を
「
都
城
地
域
一
斉
消

毒
の
日
」
と
定
め
、
畜
産
農
家
や
関
係

団
体
、
市
が
一
体
と
な
り
、
農
場
の
継

続
的
な
消
毒
と
家
畜
防
疫
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
畜
産
農
家
で
は
、

①
農
場
用
と
外
出
用
の
長
靴
の
履
き
替
え

②
農
場
出
入
り
口
へ
の
踏
み
込
み
消
毒
槽

の
設
置

③
農
場
訪
問
者
の
記
録

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
の
で
、
市
民
の

　

当
時
は
、
正
直
、
児
湯
方
面
で
終

息
す
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
農
場
（
下
水
流
町
）
に
近
い
高

崎
町
で
発
生
し
た
時
に
は
、
自
分
の

農
場
で
も
発
生
し
て
し
ま
う
の
で
は

と
本
気
で
考
え
、
出
荷
も
で
き
ず
に

不
安
な
毎
日
が
続
き
ま
し
た
。
今
回

の
口
蹄
疫
の
発
生
に
よ
り
消
毒
の
重

小杉　力さん
（高木町）

平成 22 年

口
蹄
疫
が
残
し
た
も
の

発
生
か
ら
終
息
ま
で
の
経
過

４月 20 日 都農町で国内10年ぶりとなる口蹄疫の感染疑いを確認。県が防疫対策本部を設置
27 日 川南町の畜産試験支場で豚への感染を確認。豚への感染は国内初
28 日 えびの市で感染疑い

５月 13 日 県のエース級種雄牛６頭が西都市へ緊急避難
17 日 政府が口蹄疫対策本部および現地対策本部を設置。殺処分対象家畜10万頭を超える

18 日 知事（東国原前知事）が県内全域に「口蹄疫非常事態宣言」を発表
※市内でも各種行事や会合などが中止や延期となる

26 日 殺処分対象家畜15万頭を超える
28 日 国の強制殺処分が可能となる口蹄疫対策特別措置法が成立

６月 ９日

14:40　市内の飼養者が牛の異常を発見し、家畜保健衛生所へ連絡
16:00　家畜保健衛生所から市へ電話連絡
17:30　消毒班（20人）現地入り
18:00　高崎総合支所に現地対策本部を設置
21:30　口蹄疫防疫対策本部会議を開催
23:00　殺処分班（獣医師12人、職員50人）が現地入り

10 日

0:40　殺処分開始（頭数208頭）
2:00　自衛隊員（10人）現地入り
2:50　殺処分終了
4:36　牛舎から埋却地へ搬送開始
5:00　自衛隊員（20人）現地入り
5:39　遺伝子検査で陽性を確認
10:00　口蹄疫防疫対策本部会議を開催
14:45　殺処分家畜の埋却終了

11 日
21:00　関連農場の殺処分開始
23:00　発生農場の防疫活動を全て終了
23:30　関連農場の殺処分、埋却（30頭）を完了

12 日 15:00　関連農場の防疫活動を全て終了
７月 ２ 日 高崎町を起点とした移動制限区域の解除

４ 日 最後となる感染疑いを宮崎市で確認
27日 非常事態宣言を解除

８月 27日 知事が終息宣言（約29万頭を殺処分）

皆
さ
ん
も
不
要
な
訪
問
は
避
け
る
と
と

も
に
訪
問
し
た
場
合
は
、
防
疫
対
策
に

協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、
市
は
家
畜
伝
染
病
の
侵
入

と
ま
ん
延
防
止
を
図
る
た
め
、
本
年
度

「
家
畜
防
疫
日
本
一
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
事
業
」
を
実
施
し
、
畜
産
農
家
の
皆

さ
ん
が
消
毒
の
た
め
の
動
力
噴
霧
機
な

ど
を
整
備
し
た
場
合
に
助
成
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
の
ぼ
り
旗
や
車
両
用
ス
テ
ッ

カ
ー
、
畜
産
農
家
向
け
の
防
疫
看
板
を

作
製
し
、
家
畜
防
疫
日
本
一
の
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
の
啓
発
活
動
を
積
極
的
に

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。
今
で
は
、

牛
舎
消
毒
が
日
課
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
口
蹄
疫
は
い
つ

ど
こ
で
発
生
す
る
か
が
分
か
ら
な
い

の
で
、
全
て
の
畜
産
農
家
が
同
じ
よ

う
に
消
毒
を
徹
底
し
て
欲
し
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
口
蹄
疫
の
と
き
に
得
た
も

の
と
し
て
は
、
周
囲
の
人
か
ら
の
心

遣
い
。
発
生
後
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

人
か
ら
、
温
か
い
言
葉
を
も
ら
い
ま

し
た
。
安
全
・
安
心
の
都
城
牛
を
今

後
も
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
、
そ
の

よ
う
な
人
た
ち
へ
の
恩
返
し
と
思
い

励
ん
で
い
き
ま
す
。

了了了
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地方交付税
219億7,638万円
28.5％

市税
177億425万円
22.9％

国庫支出金
95億3,824万円
12.3％

市債
87億3,894万円
11.3％

県支出金
64億6,888万円
8.4％

繰入金
26億2,047万円
3.4％

地方消費税交付金ほか
33億8,468万円
4.4％

諸収入ほか
68億1,566万円
8.8％

自主財源
271億4,038万円
35.1％

依存財源
501億712万円
64.9％

歳 入
772億4,750万円

市
の
財
政
は
３
本
柱

　

市
の
予
算
は
、「
一
般
会
計
」「
特
別
会

計
」「
企
業
会
計
」
の
３
つ
の
会
計
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
般
会
計
と
は
、
市
が
行
う
仕
事
の

中
心
と
な
る
部
分
の
会
計
で
す
。
学

校
の
校
舎
改
修
や
ご
み
の
収
集
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
使
わ
れ
て
い
て
、
市
税
な
ど
が
主

な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
収
入
（
保

険
税
や
使
用
料
な
ど
）
で
、
そ
の
仕
事

の
支
出
を
賄
う
事
業
で
す
。
介
護
保
険

事
業
や
国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
が
こ

れ
に
当
た
り
ま
す
。

　

企
業
会
計
と
は
、
そ
の
仕
事
自
体
に

収
益
（
使
用
料
）
が
あ
り
、
そ
の
収
益

で
支
出
を
賄
う
独
立
採
算
性
の
会
計
で
、

水
道
事
業
が
こ
れ
に
当
た
り
ま
す
。

市
で
は
、
皆
さ
ん
の
納
め
た
税
金
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
、
ま
た
、
財

政
が
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
か
を
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
年
２
回
、
財
政
状
況

を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平
成
23
年
３
月
31
日
時
点
の
収
入
と
支
出
の
予

算
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

〔
平
成
23
年
６
月
１
日
公
表
〕

　

市
の
借
金
で
あ
る
市
債
の
残
高

は
、
平
成
17
年
度
を
ピ
ー
ク
に
減
少

し
て
い
て
、
合
併
以
降
取
り
組
ん
で

き
た
行
財
政
改
革
の
成
果
が
表
れ
て

き
て
い
ま
す
。

市が自主的に収入できる自主財源は 35.1％で、
残りは地方交付税や国・県支出金、市債などに
依存しています。（％は歳入総額に占める割合
です）

　　　　772億4,750万円

■一般会計および特別会計の状況
会計名 予算額 市債残高

一般会計 772億4,750万円 779億6,447万円

特
別
会
計

食肉センター 1億6,041万円 9億1,523万円

下水道事業 30億8,115万円 238億8,035万円

国民健康保険 218億5,614万円

後期高齢者医療 16億  　45万円

公設地方卸売市場事業 3,551万円 1億3,619万円

老人保健 1,688万円

農業集落下水道事業 5億7,159万円 50億1,536万円

整備墓地 3,494万円 3億　307万円

都市開発資金 278万円

工業用地造成事業 3億5,908万円 3億5,880万円

介護保険 135億　555万円

御池簡易水道事業 3,530万円 230万円

簡易水道事業 3億2,994万円 6億8,106万円

電気事業 3,659万円

山之口総合交流活性化
センター

8,122万円 1億7,005万円

高城健康増進センター
等管理事業

1億8,623万円 3億　421万円

◎
問
い
合
わ
せ

一
般
会
計
・
特
別
会
計
に
つ
い
て

財
政
課　

☎
23ｰ

２
１
１
３

水
道
事
業
に
つ
い
て

水
道
局
業
務
課　

☎
23ｰ

４
５
１
０

平
成
22
年
度

市
の
財
政
状
況

1,100

H17

1,321

H18 H19

1,295

H20

1,252

H21

1,218

H22

1,190

年度
1,000
億円

1,200

1,300

1,400

1,297

※市債残高は、平成22年度末時点の決算見込額です

市債残高は引き続き減少しています!
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高齢者や障がい者、児童福祉の推進などに使わ
れる民生費が全体の約３割を占めています。今
後もこの傾向が続くと予想されます。（％は歳
出総額に占める割合です）

歳
入
歳
出
用
語
説
明

【
歳
入
】

■
地
方
交
付
税
／
国
税
の
う
ち
所
得

税
・
法
人
税
・
酒
税
・
消
費
税
お

よ
び
た
ば
こ
税
の
一
定
割
合
を
基

準
に
よ
り
国
が
交
付
す
る
税

■
市
税
／
個
人
・
法
人
市
民
税
、
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど

■
国
・
県
支
出
金
／
特
定
目
的
事
業

の
財
源
と
な
る
国
と
県
の
補
助
金

■
市
債
／
建
設
事
業
や
災
害
復
旧
事

業
な
ど
の
財
源
と
な
る
借
入
金

■
繰
入
金
／
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・

基
金
な
ど
の
会
計
間
の
資
金
の
や

り
と
り

【
歳
出
】

■
民
生
費
／
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
児

童
な
ど
の
福
祉
全
般
の
事
業
経
費

■
公
債
費
／
市
債
を
返
済
す
る
た
め

の
経
費

■
総
務
費
／
選
挙
、
戸
籍
、
徴
税
、

市
庁
舎
管
理
な
ど
の
経
費

■
教
育
費
／
教
育
や
文
化
財
保
護
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
な
ど
の
経
費

■
土
木
費
／
道
路
、
公
園
整
備
、
住

宅
管
理
な
ど
の
経
費

■
農
林
水
産
費
／
農
業
・
林
業
・
水

産
業
な
ど
の
経
費

■
衛
生
費
／
清
掃
、
保
健
衛
生
な
ど

の
経
費

その他
62億9,612万円
8.2％

民生費
243億4,216万円
31.5％

公債費
101億7,628万円
13.2％総務費

95億131万円
12.3％

教育費
76億5,441万円
9.9％

土木費
54億3,242万円
7.0％

農林水産業費
46億5,188万円
6.0％

災害復旧費
46億3,937万円
6.0％

衛生費
45億5,355万円
5.9％

歳 出
772億4,750万円

一般会計　歳入歳出予算総額　

■一般会計における税負担額などを
市民１人当たりに換算すると

市税の市民1人当たりの負担額　　　 10万5,077円
市民1人当たりの市債残高　　　　　 46万2,730円

　　収益的収支
（給水収益やサービス提供に要
する経費など）

収　入 23億　935万円

支　出 19億3,264万円

純利益 3億7,671万円

　　資本的収支
（水道施設の建設、水道管の入
れ替えなどの経費）

収　入 5億5,999万円

支　出 14億5,021万円

企業債残高 93億   267万円

■企業会計（水道事業）の状況
給水戸数………………… 64,131戸（前年比508戸増）
給水人口…………………154,129人（前年比185人減）
普及率……………………… 89.5％（前年比0.2％増）
配水量…………………1,920万㎥（前年比13万㎥減）
※給水収益などの減少で収入総額は減少したものの、
工事請負費や職員給与費などの削減により、3億
7,671万円の純利益を計上しました※資本的収支の不足額8億9,022万円は積立金および

内部留保金などで補てんしています

■一般会計における
市民1人当たりに要する経費
最終予算額を市民１人に割り戻した額は45万8,475円です。

市民1人当たりの
民生費

14万4,474円
市民1人当たりの
商工費

1万6,352円
市民1人当たりの
消防費

1万3,247円
市民1人当たりの
教育費

4万5,430円

市民1人当たりの
衛生費

2万7,026円
市民1人当たりの
農林水産業費

2万7,610円
市民1人当たりの
土木費

3万2,242円
市民1人当たりの
公債費

6万 398円

主な経費の内訳

※この算出では、国勢調査に基
づく4月1日現在の推計人口
（168,488人）を用いています
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子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
待
ち
に
待
っ
た
夏
休
み
が
や
っ
て
き
ま
す
。

さ
て
、「
ど
こ
に
遊
び
に
行
こ
う
か
」「
何
を
し
て
遊
ぼ
う
か
」

「
自
由
研
究
ど
う
し
よ
う
」
と
考
え
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

今
回
は
、
そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
市
内
の
施
設
や
イ
ベ
ン
ト
を

紹
介
し
ま
す
。

思
い
出
を
た
く
さ
ん
作
る
夏
休
み
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
各
施
設
の
設
備
や
料
金
、
利
用
時
間
な
ど
に
つ
い
て
は
、
直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

こ
ど
も
植
物
観
察
会
（
無
料
）

●
内
容
・
日
時

採
取
と
標
本
づ
く
り　

７
月
17
日
㈰　

9
時
〜
12
時

標
本
の
名
前
調
べ　

８
月
21
日
㈰　

9
時
〜
12
時

※
ど
ち
ら
か
１
回
の
み
の
参
加
は
不
可

●
場
所　

早
水
公
園　

緑
の
相
談
所

●
対
象　

小
学
生　

※
保
護
者
同
伴

●
定
員　

20
人　

※
申
し
込
み
順

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

７
月
15
日
㈮
ま
で
に
、
道
路
公
園
課

　

☎
23‒

２
６
１
３

親
子
陶
芸
教
室
（
要
申
し
込
み
）

●
日
時　

７
月
23
日
㈯
〜
８
月
９
日
㈫

　
　
　
　

９
時
〜
16
時

●
場
所　

竹
楽
館

●
対
象　

小
学
生
以
下

●
参
加
料　

１
、０
０
０
円

●
所
用
時
間　

１
時
間

●
内
容　

ペ
ン
立
て
、
貯
金
箱
、
フ
ォ
ト
フ
レ
ー
ム

（
写
真
立
て
）
の
中
か
ら
一
つ
制
作

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

　

竹
楽
館　

☎
58‒

６
１
５
０

親
子
ふ
れ
あ
い
木
工
教
室
（
要
申
し
込
み
）

●
日
時　

８
月
７
日
㈰　

８
時
30
分
〜
（
受
付
）

●
場
所　

山
之
口
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
対
象　

中
学
生
以
下

●
定
員　

80
人　

※
申
し
込
み
順

●
参
加
料　

５
０
０
円

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会
山
之
口
支
所　
☎
57‒

４
５
７
７

夏
休
み
映
写
会

●
日
時　

８
月
５
日
㈮　

13
時
30
分
〜
15
時

●
場
所　

高
城
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
上
映
作
品　

火ほ
　
た垂

る
の
墓

●
対
象　

中
学
生
以
下

　
　
　
　
（
未
就
学
児
は
保
護
者
同
伴
）

◎
問
い
合
わ
せ　

高
城
図
書
館　

☎
58‒

４
２
２
４

植
物
名
前
調
べ
会

●
日
時　

８
月
20
日
㈯
・
21
日
㈰

　
　
　
　

９
時
30
分
〜
16
時

●
場
所　

都
城
市
立
図
書
館

●
対
象　

主
に
小
中
学
生
と
そ
の
保
護
者

※
必
ず
採
取
し
た
標
本
を
持
参
く
だ
さ
い

◎
問
い
合
わ
せ　

都
城
市
立
図
書
館

　

☎
22‒

０
２
３
９

六
月
灯
の
灯と

う

籠ろ
う

絵
を
描
こ
う
（
無
料
）

●
日
時　

７
月
23
日
㈯
〜
８
月
21
日
㈰
の
土
・
日
曜

日　

14
時
〜
16
時

●
場
所　

美
術
館

◎
問
い
合
わ
せ　

美
術
館　

☎
25‒

１
４
４
７

古
墳
時
代
の
く
ら
し
を
体
験
し
よ
う
！
（
無
料
）

●
日
時　

７
月
31
日
㈰
〜
８
月
７
日
㈰

　

①
10
時
〜
11
時　

②
11
時
30
分
〜
12
時
30
分

　

③
14
時
〜
15
時　

④
15
時
30
分
〜
16
時
30
分

●
場
所　

都
城
歴
史
資
料
館
（
都
島
町
）

●
対
象　

市
内
在
住
の
小
学
生　

※
保
護
者
同
伴

●
内
容　

ミ
ニ
チ
ュ
ア
土
器
、
貝
殻
ア
ク
セ
サ
リ
ー

作
り
、
火
お
こ
し
（
晴
天
時
の
み
）
な
ど

●
定
員　

各
10
組

※
各
回
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

7
月
11
日
㈪
〜
22
日
㈮
に
文
化
財
課

　

☎
23‒

９
５
４
７
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手
作
り
天
体
望
遠
鏡
工
作
教
室
と

夏
の
星
空
観
測
（
要
申
し
込
み
）

●
日
時　

８
月
７
日
㈰　

15
時
〜
21
時

※
夕
食
後
は
自
由
解
散

●
対
象　

小
学
生
以
上
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

●
定
員　

20
組　

※
申
し
込
み
順

●
参
加
料　

教
材
費
１
、５
０
０
円　

　
　
　
　
　

夕
食
代　

１
人　

７
０
０
円

液
体
窒
素
の
実
験
教
室

マ
イ
ナ
ス
１
９
６
度
を
体
験
し
て
み
よ
う

●
日
時　

８
月
12
日
㈮　

14
時
〜
16
時
30
分

●
定
員　

20
組　

※
申
し
込
み
順

●
参
加
料　

教
材
費
５
５
０
円
（
保
険
料
込
み
。

　

夕
食
希
望
者
は
別
途
５
０
０
円
）

※
す
べ
て
の
イ
ベ
ン
ト
で
、
別
途
入
館
料
が
必
要
。

中
学
生
以
上
４
０
０
円
、
小
学
生
２
０
０
円
、
幼

児
１
０
０
円
（
入
館
料
の
う
ち
１
０
０
円
を
東
日

本
大
震
災
の
義
援
金
と
し
て
寄
付
し
ま
す
）

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

た
ち
ば
な
天
文
台　

☎
62‒

４
９
３
６

関之尾の緑の村キャンプ場
と緑の村プール
　関之尾滝のマイナスイオンをたっ
ぷり浴びた後は、森林浴やテニス、
バーベキューなどが楽しめます。
●期間　７月 15 日㈮～８月 28 日㈰
　　　　※キャンプ場は通年
●場所　関之尾緑の村
◎問い合わせ　関之尾緑の村　
　　　　　　　☎ 37－2929

青井岳キャンプ場
　横を流れる境川では、水遊びが
たっぷり楽しめます。また、青井岳
荘には徒歩で行くこともできます。
●期間　７月１日㈮～８月 31 日㈬
●場所　山之口青井岳自然公園内
◎問い合わせ　青井岳キャンプ場
　　　　　　　☎ 57－4747

観音池公園子ども村流水プール
　公園内には、ゴーカートやスライ
ダーなど、子どもから大人まで楽し
める遊具施設が盛りだくさんです。
●期間　７月 16 日㈯～８月 31 日㈬
●場所　高城町観音池公園内
◎問い合わせ　観音さくらの里
　　　　　　　☎ 58－6139

山田かかしの里流れるプール
　大きなかかし「大地くん」が目印
の一堂ケ丘公園では、プールやパー
クゴルフが楽しめます。
●期間　７月 16 日㈯～８月 28 日㈰
●場所　山田町一堂ケ丘公園内
◎問い合わせ　くえびこ山田
　　　　　　　☎ 64－3455

たちばな北斗ハウス（ログハウス）
　パークゴルフや「ラスパたかざ
き」の温泉で楽しい時間を過ごした
後は、満天の星空の下で、ゆっくり
と流れる時間が過ごせます。
●場所　高崎運動公園内
◎問い合わせ　ラスパ高崎
　　　　　　　☎ 62－5526

夏
休
み
！

作
ろ
う
エ
コ
作
品
（
要
申
し
込
み
）

●
日
時　

８
月
６
日
㈯
、
13
日
㈯

　

①
９
時
30
分
〜
12
時　

②
13
時
〜
16
時
30
分

　

計
４
回

●
対
象
・
定
員　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

各
10
組

●
内
容　

空
き
瓶
な
ど
の
資
源
ご
み
を
使
っ
た
作
品

づ
く
り

●
休
館
日　

毎
週
火
曜
日
、
第
３
日
曜
日

●
そ
の
他　

夏
休
み
期
間
中
は
休
館
日
を
除
き
、
さ

ま
ざ
ま
な
作
品
作
り
（
紙
す
き
、エ
コ
ポ
ッ
ト
作
り
、

と
ん
ぼ
玉
作
り
な
ど
）
が
体
験
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◎
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
さ
い
せ
い
館

　

☎
36‒

３
９
０
０

リサイクルプラザ
さいせい館

たちばな天文台
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